
都市計画道路長束八木線及び長束線は、50年以上前の旧祇園町時代に都市計画決定された
路線ですが、この整備に当たって、長束八木線については、起点である新庄橋と接続する部
分において、４車線の長束八木線が２車線の新庄橋に接続すること、また、長束線について
は、ＪＲ可部線との交差部が平面交差となる計画ですが、現在は原則として踏切の新設が認
められていないことなどの課題があることから、これまでこれらの課題への対応について検
討を行ってきました。
この度、祇園・西原・山本地区で著しい交通混雑が発生している状況を踏まえ、今後整備

を進めていく国道183号の拡幅などのハード対策と併せて、都心方面へのアクセス強化の観点
から見直しの検討を進め、計画変更に係る本市の考え方をとりまとめました。

【位置図】

都市計画道路長束八木線及び長束線の計画見直しについて
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２ 現在の都市計画道路について
○ 都市計画道路とは、「都市計画法」に基づき位置や構造などを決定している道路のこと
であり、現在、長束地区では、赤色で着色した区域が都市計画道路となっています。

○ この都市計画道路の区域では、将来的に道路整備が円滑に進むよう、建物の建築に際して
一定の制限※がかかります。

※ 建築可能な建造物が以下のものに限定されます。
当該建築物が次のいずれの要件にも該当し、かつ、容易に移転し、又は除却することができるものである

と認められること。
・階数が３階以下で、かつ、地階を有しないこと。
・主要構造部が木造、鉄骨造、コンクリートブロック造その他これらに類する構造であること。
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３ 現 状

○ 計画の課題

・長束八木線は、起点である新庄橋と接続する部分において、４車線の長束八木線が２車線の

新庄橋に接続する計画となっており交通処理上の問題があるなどの課題があります。

・長束線は、ＪＲ可部線との交差部が平面交差する計画となっていますが、現在は原則として

踏切の新設が認められません。

○ 周辺の道路状況
・西原一丁目交差点を含む祇園・西原・山本地区では、朝ピーク時を中心に著しい交通混雑が

発生しています。
・国道183号の西原一丁目交差点から大宮三丁目交差点までの区間の南向き車線について、

現在の２車線から３車線へ段階的に整備を行うこととしています。
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※ 一部加筆しています。
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４ 見直しの方針

３の現状を踏まえた長束八木線及び長束線の計画見直しの方針は以下のとおりです。

①国道183号と長束八木線をつなぐ長束線について、2車線から4車線に変更する。

②長束線とＪＲ可部線の交差構造は、平面交差から立体交差に変更する。

③長束八木線の長束線から新庄橋までの区間は、計画を廃止する。

※ 上記の変更に伴い、「長束八木線の一部区間」及び「長束線の全区間」については都市
計画道路の区域を拡大します。（ の区間）

※ 長束線とJR可部線の立体交差区間には、沿道から長束線などへアクセスするための側道
の整備を検討します。

※ この図は長束八木線及び長束線の計画変更後のイメージを示したものであり、今後実施
する測量や設計の結果によっては、部分的に変更となることがあります。
（ の箇所において、廃止が存続となる等）
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土地所有者をはじめとした地域の皆
様に、「道路の計画内容」や「用地
取得範囲の目安」など都市計画道路
の変更案をお示しします。

都市計画道路の変更案の
内容を広く知っていただ
くため、公告の日から２
週間、都市計画道路の変
更案を詳しく観ていただ
く手続きです。

※１ 意見書の提出
都市計画道路の変更案

について意見がある場合、
縦覧期間中に意見書を提
出することができます。

広島市都市計画審議会に
おいて、都市計画道路の
変更案の審議が行われま
す。この際、縦覧期間に
提出された意見書の要旨
が審議会へ提出されます。

広島市都市計画審議会で
都市計画案が可決された
場合、都市計画道路が変
更され、変更後の区域を
対象に一定の制限※3がか
かるようになります。

③公告及び案の縦覧
（２週間）

③公告及び案の縦覧
（２週間）

④広島市都市計画
審議会※2

④広島市都市計画
審議会※2

⑤都市計画変更の決定
（決定した旨の公告）

⑤都市計画変更の決定
（決定した旨の公告）

意見書の提出※1意見書の提出※1

※２ 広島市都市計画審議会
広島市都市計画審議会と

は、学識経験者や市議会議
員等により構成される審議
会であり、本市の都市計画
に関する事項について審議
を行います。

長束八木線及び長束線については、以下のとおり都市計画変更を行った上で、事業を進めていきたいと考えています。

②-1都市計画道路の変更案の検討
（令和4年７月～令和５年７月）

②-1都市計画道路の変更案の検討
（令和4年７月～令和５年７月）

②-2地域の皆様へ
都市計画道路の変更案をご説明

（令和５年９月～）

①地域の皆様へ
「見直しの方針」や「今後の進め方」
をご説明（令和4年7月～8月実施）

①地域の皆様へ
「見直しの方針」や「今後の進め方」
をご説明（令和4年7月～8月実施）

用地の取得や物件の移転
に伴う補償の金額が決定
します。

土地所有者など、関係者
の皆様に事業の詳細を説
明します。 土地所有者など、関係

者の皆様の了解を得て
から、土地の詳細な測
量をします。
その後、道路の詳細な
構造等について設計を
行います。

⑥-1事業説明会⑥-1事業説明会 ⑦現況調査や
道路の設計
⑦現況調査や
道路の設計

⑥-2事業着手
（事業認可の取得）
⑥-2事業着手

（事業認可の取得）

⑧用地の取得と補償⑧用地の取得と補償 ⑨道路工事の実施⑨道路工事の実施

土地の取得や物件の移
転に伴う補償は、補償
基準に基づき算定し、
金銭で行うことになり
ます。

都市計画法に基づく事業
認可を取得します。これ
により区域内において
「土地の形質の変更」
「建物の建築や工作物の
設置」「移動の容易でな
い物件の設置や堆積」を
行う場合は市長の許可が
必要になります。

計画見直しに必要な測量や設計を
行い、警察・ＪＲ等の関係機関と
協議を行いながら、都市計画道路
の変更案を作成します。

周辺の道路整備※4

の進捗状況を踏ま
えながら、当区間
の事業着手の時期
（⑥-1、⑥-2）
を判断します。

⑩開通⑩開通

※４ 周辺の道路整備
国道183号（西原一丁目交差点～大宮三丁目交差点）の南向き車線の3車線化や
長束八木線（4工区）など

５ 「今後の進め方」について

長束八木線及び長束線
の計画見直しが完了し
ます。

※３ 建築可能な建造物が以下のもの
に限定されます。
当該建築物が次のいずれの要件

にも該当し、かつ、容易に移転し、
又は除却することができるもので
あると認められること。
・階数が３階以下で、かつ、地階
を有しないこと。

・主要構造部が木造、鉄骨造、コ
ンクリートブロック造その他こ
れらに類する構造であること。
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長束八木線及び長束線沿線の
土地所有者や居住者など地域の
皆様へ幅広くご説明しました。

現在はこの段階です。


